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シリーズ:トヤマギネス・スポット

チューリップ 表紙3
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エ
ッ
セ
イ

暖かかった今年の冬も、雪に親しむイベン卜は花咲かり。見たり、食べたり、滑ったり..

たくさんの人が冬の富山の魅力に触れました。その一部をご紹介しましょう。

ウ
ォ
ル
タ
|・

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

〈側
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
職
員
〉

富山に初めて訪れる列車で、私はちょうど黒部市に住むおばあさんの隣の席

に座りました。彼女は、英語を話すことができませんでした。そして私も、そ

の時は全く日本語が話せませんでした。今でも、その列車に乗った時のことが、

私の最も強い印象のーっとして心に残っています。

私たちは、互いの言葉を話すことができないのに、今でも印象に残る心と心

の良いコミニュケーションを交わすことができたのです。乱暴な若者たちが私

たちの車両に入ってきた時、彼女はまるで旬幸見のように私をかばってくれまし

た。また、私に梨をすすめてくれ、私は初めて日本の梨のみずみずしい甘みを

味わいました。私は、今でも梨を食べるたびに、とても親切にされた初めての

列車のことを思い出します。

私は、富山の人々については、こうした親切さだけではなしその正直さに

も驚いています。私は、時々デパートやオフィス、パスや大学など人がたくさ

ん出入りする場所で傘を忘れるのですが、たとえ三日後であっても、私が不注

意に忘れた場所に戻ってみると、その傘を見つけることができます。また富山

の人々は、まるで盗まれる心配がないかのように自転車を外に置いたままその

場所を離れますね。私の国ではちょっと考えられません。他の外国でも、多介

そうでしょう。自転車は、すぐに無くなることでしょう。

こうした富山の人々については、私は心から神に感謝するばかりです。また

私は、他の国の人たちは、こうした富山の人々から学んでほしいと思います。

親切を受けたもう一つの例は、私がアメリ力ン・センター

の館長さんに会うため名古屋へ行く時のことでした。私は、

違った列車に乗ってしまい、イライラしていました。その時、

私がいた車両のほとんど全ての人が、私が会合の時間に間に

合うよう適切な列車に乗り換えする手助けをしてくれました。

このように、私は多くの親切に恵まれてきていますが、時

には、日本人の外国人に対する一種の好奇心のようなものを

感ずることもあります。また、私の乏しい日本語力によって、

ある日富山駅で、おこった次のような面白い誤解も生ずるので、す

すばらしく着飾った若い男性カ当丘づいてきて、私に尋ねま

した。

男性 「あなたは、英BEitω先生ですか?j
私 「はL、 とこゐであなたは、何処から米ましたか?j

男性 ra引11から求ました叫
私 「おや、在、もアメリカから求ました叫

最初は、彼が何を言っているのかわかりませんでした 彼

が、「滑川」と「アメリカ」の取り違えについて、三回ほど繰り

返して説明してくれた後で、私はついに富山県に「滑)lljと

いう名前の市があることを知ったのです。

※ウォルター・ ニューポートさん (アメリカ)は、英語の指導と国際交流

思想の普及のため、昭平r:68年、富山に来られました。
このエッセイは、英語で害かれたニューポートさんの文章を側)とやま国

際センターで臼村喜に訳したものです。

。魅
力
あ
る
雪
国
を
考
え
る
。
を
テ
ー
マ
に
し
た
。
「生
活

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
富
山
」
が
、
県
民
会
場
を
メ
イ
ン
会
場

に
し
て
聞
か
れ
、
講
演
と
分
科
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

通
じ
て
雪
国
の
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

つ
い
て
の
提
言

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
加
藤
秀
俊
氏
(
放
送
大
学
教
授

・

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
代
表
)
、
小
松
左
京
氏
(
作
家
)
、
樋
口

敬
二
氏
(
名
古
屋
大
学
水
圏
科
学
研
究
所
長
)
ら
が
参
加
。

「
日
本
独
自
の
耐
雪

・
耐
寒
住
宅
を
開
発
す
べ
き
U

「雪
に
関

す
る
技
術
を
集
め
た
博
覧
会
を
開
け
ば
ど
う
か
U

な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。



:

8
0
 

H

左
義
長

1
り

J
古
一
一
一
十
リ
比
一

M
M
叫
れ
d

M
同協同一昨戸時引

く
れ
ま
じ
は
い
1

7

日
立
、
「
ち
び
っ
子
雪
ま
つ
リ
」
が
聞
か
れ
、

子一一一
U
U
1
け
い
や

fμを
楽
じ
ん
で
い
ま
し
た
。

期
間
中
、
城
祉
大
通
リ
中
央

分
離
帯
に
は
約

一
万
個
の
電
球

が
飾
、
り
れ
、
冬
の
街
を
彩
っ
て

い
ま
し
た

也
戎
ぐ
る
み
で
冬
を
楽
レ
む
雪

t
つ

リ
が
炉
内
各
地
て
行
わ
れ
ま
し
た
c

市
立
西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
一

易
に
じ
た

「魚
津
つ
子
雪
ま
つ
リ
」
に

ω、
子
ど
も
を
中
心
に
約
三
千
人
の
市

民
が
参
加
、
雪
像
づ
く
り
や
雪
上
ゲ
ー

ム
に
取
リ
組
み
ま
レ
た
。

ま
た
、
会
場
内
て
は
、
お
か
あ
さ
ん

た
ち
の
作
っ
た
温
か
い
豚
汁
が
振

が
舞
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
満
足

気
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
レ
た
‘
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3 

日
l
U
日
)
、
上
平
雪

月
賀
そ
ぱ
祭
リ

(

2

U
日

日

-
U
日
)
、
平
村
こ
さ
リ
こ
昧
ま

祭
リ
(
2
月
日
目

・
幻
日
)
と
冬
の
五
箇
山
は
、

雪

つ
リ
(
2
月
初
日

h

h

〉

f
1
0

と
昧
を
取
し
む
お
祭
リ
ガ

ν
プ
じ
し

利
賀
そ
ぱ
祭
リ
て
は
、
色
と
リ
ど
リ
の
照
明
を

谷
び
た
雪
像
の
中
、
約

一
万
七
千
人
の
観
光
客
が

か
ぱ
粉
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ
い

ま
じ
た



政
世
論
調
査
ホ

• • 
第
四
川
田
富
山
県
政
世
論
調
査
の
結
果
を
二
月
号
に
引
き
続
き
ご
紹
介
し

ま
す
。こ
の
調
査
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
県
政
に
対
す
る
要
望
や
関
心
を
的

確
に
把
握
し
、
県
政
推
進
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
情
報
化
・
国
際
化
の
進
展
、
価
値

感
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
今

回
は
、
県
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
や
意
見
な
ど
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

【
調
査
の
慨
要
}

ω都
市
景
観

ω観
光
と
余
暇

ω芸
術

・
文
化

同
国
際
交
流

問
医
療
保
健

附
高
齢
者
対
策

的
警
察

同
食
料

・
農
業

倒
木
材
の
利
用

側
消
費
生
活

ω施
策
の
認
識

ω広
報

・
公
聴

帥
県
政
へ
の
要
望

ω調
査
地
域

ω調
査
対
象

ω標
本

数

ω抽
出
方
法

ω調
査
期
間

附
調
査
方
法

富
山
県
全
域

満
二
十
歳

l
七
十
九
哉
の
男
女

千
二
百
(
回
収
数
千
三
十
二
)

層
化
副
次
無
作
為
抽
出
法

昭
和
六
十
二
年
八
月

一
日
i
八
月
十
四
日

調
査
員
に
よ
る
個
別
面
接
調
査

-
結
果
は
百
分
比
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。
数
表
お
よ
び

解
説
の
百
分
比
は
小
数
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
て
あ
り

ま
・
す
。

-
質
問
末
尾
に
「

(
M
A
)
」
と
あ
る
の
は
、

一
つ
の
質
問
に

対
し
て
二
つ
以
上
の
回
答
を
認
め
た
場
合
を
示
し
ま
す
。

・
数
表
中
に
「

N
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
分
類
別
各
層

の
対
象
者
総
数
を
示
し
て
い
ま
す
。

-
数
表
中
に
「
N

A
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
無
回
答
の

割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

木
材
の
利
用

住
宅
を
入
手
す
る
と
し
た
場
合
、
「
木
造
住
宅
」
を
選
ぶ
人
は
、
約
九
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
年
代
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
「
木
造
住
宅
」
を

選
ぶ
人
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
木
造
住
宅
」
を
選
ぶ
理
由
と
し
て
は
「
通
気
・
保
温
性
な
ど
居
住
性
に
す

ぐ
れ
て
い
る
か
ら
」
と
す
る
人
が
六
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

あなたがこれから住宅を入手するとしたら、どんな住宅を選びま

すか。 1つあげてください。

。
前問で「木造(昔から日本にある在来工法のもの)J、4

「木造(プレハブ、工法など在来工法以外のもの)Jと答えた

方にお聞きします。それはどのような理由からですか。

いくつでもあげてください。 CMA)

問

問

どんな種類の住宅を選ぶか

(Nニ 1032)

4 

(N =902) 

特
に
理
由
は
な
い

5 

そ

σ〉

他

、り耐
久
性
が
あ
る
か

カ
ら
ど
み
た
め
が
よ
い

木
目
や
木
の
色
な

「木造住宅」を選んだ理由

容
易
だ
か
ら

増
改
築
や
補
修
が

好建き
みてる
にるカ、
~ -、
甘」り

わと
せが
てで

て
い
る
か
ら

昔
か
ら
住
み
な
れ

64.2 

れ
て
い
る
か
ら

ど
居
住
性
に
す
ぐ

通
気
・
保
温
性
な

(%) 70 

10 

。

60 

40 

40 

30 

20 

区

介

地
域
の
気
候
や
風
土
に
あ
っ
た
快
適
な
居
住
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
木
の
も
つ
。
や
さ
し
さ
。
H

あ
た
た
か
さ
。

を
生
か
し
た
木
造
住
宅
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
富
山
で
問
題
と
な
る
の
が
か
雪
。
の
存
在
。
雪
に
強
い
木
造
住
宅
の
普
及
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
最
近
、
上
市
町
で
建
設
さ
れ
た
か
ガ
ン
ギ
。
を
取
り
入
れ
る
な
ど
雪
国
で
の
生
活
を
考

慮
し
た
和
合
住
{
毛
。
こ
の
住
宅
の
設
計
は
、
。
地
域
に
根
ざ
し
た
木
造
住
宅
。
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
設
計
競
技
で
選
ば
れ
た

も
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
高
い
評
価
を
、
つ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
灯
油
、
電
気
な
ど
を
用
い
た
屋
根
雪
の
融
雪
シ
ス
テ
ム
も
現
在
研
究
中
で
、
富
山
市
月
岡
に
モ
デ
ル
住
宅
を
建
設

し
、
さ
ら
に
改
良
を
加
え
て
普
及
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。



都
市
景
観

この

m年
で
美
し
く
な
っ
た
・
・
・
約
6
割

こ
の
十
年
の
聞
に
都
市
景
観
が
〈
美
し
く
な
っ
た
〉
と
思
う
人
が
約
六
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
魅
力
あ
る
都
市
景
観
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
「
道
路
、
公
園
、
広
場
等
が

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
公
害
が
な
い
こ
と
」
「
建
物
な

ど
街
並
み
の
調
和
が
と
れ
て
い
る
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あなたは、「魅力ある都市景観」という言葉から、どのようなイメージを描か

れますか。次の3つ以内であげてください。 (MA)問現在の景観についてどのように感じていますか。 1つあげてください。

現在の景観に対する満足度(全体・地繊別)

どちら力、といえば.
満足している

「魅力ある都市景観」に対するイメージ

。10 20 30 40 50 
(%) 
60 

出一一

満足している

問

全体
(N = 1 ，032) 

道路・公園・広場等カ警備さ
れていること

大気汚染や水質i号;買などの公
害がないこと

51.6 

く土也1或男IJ)
47.7 

10.0 ':・

建物など街並みの調和がとれ
ていること

37.4 

単
一
日
一
一

.:8.9:・:

富山地域

(N =361) 

高同士也 1或
(N =327) 

ゴミが少なく、散乱していな
いこと

35.4 

:.:.: 14.1:.:・魚津地域
(N=198) まちに緑が多いこと28.7 

27.9 

56.1 

45.9 
砺波地域

(N = 146) 

広告や看板が少ないこと14.3 

I~/!イ由緒ある街並み、建物カ号室さ
六、~ '1れていること

12.2 

8.2 

(N=1032) 
魅力ある都市景観形成は、行政だけでなく、住民の参加や協力により進め

ていかなければなりませんが、このためにはどのようなことが必要だと思

いますか。次の中からEつ以内であげてください。 (MA)

問
他

あなたは、現在お住まいの市町村の景観について、ここ10年の聞にどのよう

に変化したと思いますか。 1つあげてください。

わからない

(%) 

(N=1032) 

の

都市景観は美しくなった力、

6 

問

住民の参加や協力による魅力ある都市景観形成のための方策

7 

そ

σ〉

他

る観
賞
等
の
表
彰
制
度
を
設
け

建
築
景
観
賞
や
ま
ち
な
み
景

(N = 1032) 

開
催
す
る

ポ
ジ
ウ
ム
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

都
市
景
観
の
講
演
会
、
シ
ン

す
る
真
や
図
に
よ
り
住
民
に

P
R

魅
力
あ
る
景
観
の
事
例
を
写

金
助
成
を
行
う

み
に
対
し
、
技
術
援
助
や
資

住
民
に
よ
る
自
主
的
取
り
組

の
計
画
を
明
ら
か
に
す
る

住
民
に
対
し
、
景
観
づ
く
り

51.1 

募
集
を
行
う

度
を
設
け
た
り
、
ア
イ
デ
ア

住
民
に
よ
る
提
言
、
提
案
制

(%) 

60 

50 

10 

。

40 

30 

20 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
建
築
物
、
広
告
物
、
緑
地
な
ど
の
配
置
や
デ
ザ
イ
ン
を
総
合
的
に

考
慮
し
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
景
観
整
債
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
富
山
県
で
は
、
昨
年
、
各
市
町
村
が
景
観
整
備
を
進
め
る
う
え
で
指
針
と
な
る
「
富
山
県
都
市

景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
と
に
、
各
市
町
村
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
景
観
特
性
を
加
味
し
て
「
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
朝
日
町
と
福
岡
町
が
独
自
の
「
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」
を
策
{
疋
。
よ
り
よ
い

都
市
景
観
の
形
成
が
進
み
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
都
市
景
観
は
、
行
政
と
住
民
の
協
力
で
築
き
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
建
物
や
広
告
物
を
作
る
と

き
や
道
路
や
公
園
を
利
用
す
る
と
き
な
ど
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
望
ま
し
い
景
観
を
保
と
う
と
す
る
意
識

を
も
つ
こ
と
そ
し
て
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
者
と
し
て
知
恵
を
出
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。



消
費
生
活

「

特

殊

販

売

」

の

被

害

・

不

満

・

・

・

3
人
に
1
人

特
殊
販
売
に
よ

っ
て
被
害
を
受
け
た
り
、
不
満
を
持
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は

三
人
に

一
人
を
占
め
て
お
リ
、
特
に
「
教
育
用
教
材
」
や
「
消
火
器
」
「
書
籍」

に
対
す
る
被
害

・
不
満
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

問あなたは、今までに次lこあげた特殊販売によって購入した闘によって、被害

をうけたり、不満を持ったことがありますか。ありましたらすべてあげてくださ

い。 (MA)

士冗

ネカーティブ・オフ。ション

特に被害を受けたり、不
満を持ったことがなL、

=土Z

7c 

法

法

キャッチセールス

マ

販

商

商

販

チ

問

jレ

F 

特殊販売による被害や不満の有無

。

通

S 

10 20 (%) 

県
政
へ
の
要
望

あなたが、いま県の施策で力を入れてほしいと思われるものはどんなことですか。

5つ以内であげてください。 (MA)問

5，0 (%) 

力ッコ内:昨年度調査結果

(N=1032) 
(N AO.9) 

40 
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県政への要望(上位10項目)
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社

道

学

オヒ
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口

問1

医療・保健衛生

1位「総合雪対策」、 2位「高齢化対策」

前問で1つでも「ある」と答えた方にお聞きします。
それはどのような商昂でしたか。いくつでもあげてください。 (MA)

特殊販売で被害を受けたり、不満を持ったことのある商昂(上位10項目)
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器

ロ
ロロ

機

県
に
最
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
は
、
「
総
合
雪
対
策
」
が
ト

ッ
プ
、

次
い

で
「
高
齢
化
対
策
」
が
昨
年
よ
リ
七
・

一
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
六
位
か
ら
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
別
に
み
る
と
、
全
般
的
に
「
総
合
雪
対
策
」
に
対
す
る
こ
1

ズ

が
高
い
中
て
、
中
高
年
齢
層
て
「
高
齢
化
対
策
」
を
要
望
す
る
人
が
多
く
な
り

特
に
「
六
十
歳
以
上
」
て
は
、
ト
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

4
A
T
 

問

月R

ロ
ロ口

ロ
ロロ

手肩

..a:-
艮

用

火

京庄

康

所A 
口7.1 1 

6.3 1:::::::::::::::::::::::::::::: 

イ立 2 イ立 3 イ立 4 イ立 5 イ立

総合雪対策 スポーツ・レク 道路整備 北陸新幹線 観光開発

20-29歳 リェーション

49.4 34.4 31.8 31. 2 27.3 

総合雪対策 社会福祉 学校教育 物価・消費生活 高齢化対策

30-39歳 雇用・労働対策

49.3 28.7 25.4 道路整備 24.4 23.9 

総合雪対策 高齢化対策 物価・消費生活 北陸新幹線 社会福祉

40-49歳 下水道整備
48.3 34.6 32.9 28.2 25.6 

総合雪対策 高齢化対策 北陸新幹線 物価・消費生活 下水道整備

50-59歳
48.8 34.1 29.0 28.6 28.1 

高齢化対策 総合雪対策 社会福祉 物価・消費生活 北陸新幹線

60歳以上 下水道整備
43.1 39.0 33.9 31. 2 25.7 

(%) 県政への要望〈年齢別上位5位〉

ノン

(N =380) 

被
害
や
不
満
の
あ
る
特
殊
販
売
と
し

て
第
一
位
に
あ
げ
ら
れ
た
訪
問
販
売
。

県
の
消
費
生
活
セ
、
/
夕
|
へ
も
昨
年
度

一
年
間
だ
け
で
千
二
百
六
十
一
件
の
相

談
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
相
談
内
容
を
見
ま
す
と
、
学
習

教
材
、
寝
旦
(
、
印
鑑
な
ど
、
セ
ー
ル
ス

マ
ン
に
言
葉
巧
み
に
勧
誘
さ
れ
、
十
『
分

考
え
る
時
間
も
な
い
ま
ま
契
約
し
て
し

ま
い
、
後
で
解
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
ん
な
時
、
消
費
者
に
冷
静
に
考
え

る
期
間
(
訪
問
販
売
の
場
合
は
七
日
間
)

を
与
え
期
間
内
で
あ
れ
ば
契
約
を
解
除

で
き
る
「
ク
|
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
」
が

利
用
で
き
ま
す
。
(
代
金
を
全
額
支
払
っ

た
場
合
、
化
粧
品
な
ど
消
耗
品
は
使
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。)

し
か
し
、
契
約
を
す
る
の
は
あ
な
た

自
身
。
。
安
易
な
気
持
ち
で
契
約
を
せ
ず
、

契
約
内
容
を
よ
く
確
か
め
る
。
。
ほ
ん
と

う
に
い
る
も
の
か
ど
う
か
よ
く
考
え
る
8

8

い
ら
な
い
時
は
き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

な
ど
「
賢
い
消
費
者
」
に
な
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。

8 

県
政
世
論
調
査
で
は
、
第
一
回
調
査

(
昭
和
四
十
五
年
度
)
以
来
、
県
政
推

進
の
指
針
と
す
る
た
め
「
県
政
に
対
す

る
要
望
」
を
調
査
項
目
に
挙
げ
て
い
ま

す
。県
民
の
皆
さ
ん
の
「
県
政
に
対
す
る

要
望
」
の
年
度
別
の
推
移
を
見
ま
す
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
宣
言
反
映
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
第
四
回
か
ら
第
十
六
固
ま

で
、
常
に
一
位
に
挙
が
っ
て
い
た
「
物

価
・
消
費
生
活
」
が
、
円
高
メ
リ
ッ
ト

の
波
及
な
ど
に
よ
る
物
価
の
安
定
で
、

今
回
調
査
で
は
三
位
。

一
方
、
第
十
七

回
に
は
六
位
だ
っ
た
が
「
高
齢
化
対
策
」

が
二
位
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で

す
。主
な
年
度
の
上
位
三
項
目
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

五
十
年
度

①
物
価
対
策

②
社
会
福
祉

③
交
通
安
全

五
十
五
年
時
ホ
ω物
価
、
消
費
生
活

②
社
会
福
祉

③
医
療
、
保
健
衛
生

六
十
年
度

①
物
価
、
消
養
生
活

②
社
会
福
祉

宣
子
校
教
育

六
十
二
年
度
①
総
合
雪
対
策

②
高
齢
化
対
策

③
物
価
、
消
費
生
活

③
北
陸
新
幹
線

9 



昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
期
限
は
、
三
月
十
五
日
で
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
の
窓
口
が
混
み
合

い
、
長
時
間
待
た
さ
れ
た
り
、
落
ち
着
い
て
相
談
が

で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
は
早
め

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
は

3
月
日
日
ま
で
に

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

4

①

事
業
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
、

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人
な
ど
で
、
昭
和
六
十
二

年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者

控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

②

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
昭
和
六
十
二
年
中
の
給
与

の
収
入
金
額
が
、
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が

二
十
万
円
を
超
え
る
人

確
定
申
告
で

税
金
が
一炭
る
場
合
が
あ
り
ま
す

①

源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子
所
得
や
配
当
所
得
、
原

稿
料
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人
で
、
所
得
が
あ
ま
リ

交
通
事
故
が
起
き
た
ら

直
ち
に
次
の
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

(
道
路
変
通
法
第
七
十
二
条
)

-
負
傷
者
の
救
護
を
す
る

-
危
険
防
止
の
措
置
を
講
じ
る

-
警
察

へ
事
故
の
届
出
を
す
る

県
て
は
、
交
通
事
故
で
お
困
リ
の
方
の
た
め
に
、

県
庁
二
階
に
交
通
事
故
相
談
所
を
設
け
て
、
弁
護
士

や
専
門
相
談
員
が
交
通
事
故
か
ら
生
じ
る
い
ろ
い
ろ

な
問
題
に
応
じ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
0

.
示
談
の
進
め
方
が
わ
か
ら
な
い
と
き

-
保
険
金
の
請
求
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
き

-
そ
の
他
、
交
通
事
故
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
と
き

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守
リ
ま
す
。
子
紙

・

電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

⑨
 

富
山
県
交
通
事
故
相
談
所

富
山
市
新
総
曲
輪

一
番
七
号

富
山
県
庁
二
階

(
2
0
7
6
4
・
出

・
4
1
1
1
)

多
く
な
い
人

②

給
与
所
得
者
て
、
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、

寄
付
金
控
除
、
住
宅
取
得
(
特
別
)
控
除
な
ど
を

受
け
る
人

③

給
与
所
得
者
て
、
臼
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ

の
後
就
職
し
な
か

っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を
受
け

な
か

っ
た
人

な
ど
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
泉

徴
収
や
予
定
納
税
で
す
で
に
支
払
っ
た
税
金
の
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

財
産
を
も
ら
っ
た
ら

贈
与
税
の
申
告
を
〆

個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
も
ら

っ
た
方
に
贈
与
税
が
か
か
リ
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
中
に
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産

の
合
計
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

贈
与
税
の
申
告
の
期
間
は
、
'
句
咽

¥J'

贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
の
代
常

~
1
M
〆、

二
月

一
日
か
ら
三
月
十
五
日
悦
同
f

ペ
d

J
」

ま
で
で
す
。

ぷ
団
'
p
h
h
h
相、一

一
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

一
早
め
に
、
気
軽
に
税
務
署
へ

一

所
得
や
税
額
の
計
算
の
仕
方
、
申
告
書
の
書
き

一

一
方
、
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ
い
て
、

一

一
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め

に

一

一
最
寄
り
の
税
務
署
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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4月は、地価公示普及月間です

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ

け
な
い

，~領選ζ\

経法蕊蕊安保jgv 

三
月
二
十
日
田
か
ら
三
月
二
十
六
日
出
ま
で
は
、

春
季
火
災
予
防
運
動
の
実
施
期
間
て
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時

期
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
レ
ょ
う
。

【@"の
a
m
b
e
。
ぬ
ポ
イ
ン
ト
】

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
-
}
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い

②
子
供
は
、

10 

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

れ
な
い

そ
の
場
を
は
な

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

t
u
 

「
い
ま
持
っ
て
い
る
土
地
は
ど
れ
く
ら
い
の
価
値

が
あ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
」「
購
入
し
た
宅
地
の
価
格

は
適
正
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
よ
う
な
疑
問

を
持
た
れ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

土
地
の
価
格
は
、
国
の
地
価
公
示
や
県
の
地
価
調

査
結
果
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
地
の

売
買
の
際
に
は
近
く
の
地
価
公
示
や
地
価
調
査
の
価

格
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
(
各
市
町
村
窓
口
で
閲

覧
て
き
ま
す
。
)

⑨
 

地
価
公
示
普
及
月
間
の
行
事
と
し
て
、
土
地
の
評

価
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

専
門
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
不
動
産
鑑
定

士
が
、
責
任
を
も
っ
て
回
答
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
日
時
/
四
月
四
日
明
午
前
十
時

-
場
所
/
富
山
県
民
会
館

六
O
一
号
室

高
岡
市
役
所
八
階
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
県
庁
県
民
生
活
課
へ

11 
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新
し
い
時
代
を
築
き
上
げ
る
の
は
、
青
年
た
ち
の
若
い
力
で
す
。

二
十
一
世
紀
ま
で
あ
と
十
三
年
。
県
内
各
地
で
、
青
年
た
ち
の
新
し
い

力
が
芽
吹
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ま
ち
お
こ
し
、
農
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
、
地
域
社
会
と
取
り
組
む
青
年
の
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

ナ
ゲ
作
Q
包
橋
ア
リ
呉
羽
ナ
シ
ク
-
ス
フ

富
山
市
の
呉
羽
丘
陵

一
帯
は
、
県
内
外
に
知
ら
れ

る

一
大
ナ
シ
生
産
地
。
こ
こ
で
専
業
の
ナ
シ
生
産
を

営
む
若
い
農
業
者
の
グ
ル
ー
プ
が
、
「
呉
羽
ナ
シ
ク
ラ

ブ
」
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
結
成
は
十

一
年
前
。
現
在
は
、
四
人
の

若
者
が
肥
大
調
査
や
病
害
虫
調
査
な
ど
、
ナ
シ
の
成

育
に
関
す
る
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
た
だ
た
く
さ
ん
作
れ
ば
良
い
、
と
い
う
の
は
背
の

や
リ
方
。
産
地
聞
の
競
争
に
勝
つ
に
は
、
よ
リ
質
の

良
い
も
の
を
作
る
研
究
を
進
め
、
そ
れ
を
呉
羽
地
区

全
体
に
普
及
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
U

(
代
表
の
矢
後
勉
さ
ん
お
歳
)

成
育
状
況
や
収
穫
期
の
予
想
な
ど
に
つ
い
て
、
ク

ラ
ブ
員
同
志
、
深
夜
ま
で
議
論
を
交
わ
す
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
、
以
前
は
、
単
な
る
親
睦
団
体
と
し
か
見

て
く
れ
な
か
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
生
産
者
た
ち
も
、
ク

ラ
ブ
の
研
究
成
果
が
あ
ら
わ
れ
る
に
つ
れ
、
次
第
に

注
目
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。

ナ
シ
ク
ラ
ブ
の
若
い
力
が
呉
羽
ナ
シ
の
あ
リ
方
を

か
え
は
じ
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
の
目
下
の
悩
み
は
、
団
員
の
数
が
少

な
い
こ
と
。
以
前
は
、
十
人
以
上
の
若
者
が
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
新
し
い
ク
ラ
ブ
員
が
な

か
な
か
集
ま
ら
ず
、
し
ば
ら
く
は
、
こ
の
四
人
で
や

っ
て

い
き
ま
す
。

「
今
は
ナ
シ
か
ら
離
れ
て
い
る
同
年
代
の
人
た
ち

も
、
い
ず
れ
は
、
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
ぜ
ひ
ぼ
く
た
ち
の
経
験
を
教

• 

富
山
サ
記
ハ
同
好
会

器
を
や
リ
た
い
人
も
大
歓
迎
で
す
。
老
若
男
女
の
別

な
く
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
祭
り
が
あ
っ
て

も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
と
に
か
く
楽
し
け
れ
ば

い
い
ん
で
す
U

と
山
下
さ
ん
。
ど
ん
ど
ん
広
が
る
サ

ン
パ
の
輪
が
、
富
山
を
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

み
ど
り
の
風
が
吹
い
た
ら

真
夏
ヘ
駆
け
て
什
け

富
山
市
の
イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
光
の
街
の

サ
ン
パ
」
に
の
っ
て
、
思
い
思
い
の
衣
装
で
思
い
思

い
に
踊
る
人
、
人
、
人
。
。
桜
ま
つ
り
。
に
よ
の
ら
っ

ち
ゃ
祭
リ
。
と
富
山
の
祭
リ
に
欠
か
せ
な
い
サ
ン
パ

パ
レ
ー
ド
。

桜
ま
つ
リ
を
ま
ぢ
か
に
控
え
、
富
山
市
内
の
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中

心
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
。
富
山
サ
ン
パ
同
好
会
。
。

「
そ
も
そ
も
の
始
ま
リ
は
五
年
前
。
新
世
紀
博
に

や
っ
て
き
た
本
場
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
チ
ー
ム
に
触

発
さ
れ
、
富
山
で
も
サ
ン
パ
を
踊
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
づ
た
の
で
す
U

(

事
務
局
長
の
山
下
隆
司
さ
ん

お
歳
)
翌
年
か
ら
好
き
な
人
た
ち
で
パ
レ
ー
ド
に
参

加、

二
年
前
に
は
同
好
会
を
結
成
し
、
サ
ン
パ
の
楽

し
さ
を
広
め
て
い
ま
す
。

同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

J
二
ス
お
ら
っ
ち
ゃ
。
や

。
お
ら
っ
ち
ゃ
メ
イ
ト
。
等
約
三
十
名
。
昨
年
は
、

他
の
市
町
村
の
祭
リ
に
呼
ば
れ
た
り
、
神
戸
ま
つ
リ

に
参
加
し
た
リ
と
大
活
躍
で
し
た
。
「
サ
ン
パ
な
ん
て

知
ら
な
か

っ
た
け
ど
、
や
み
つ
き
に
な
リ
ま
し
た
。

基
本
の
ス
テ
ッ
プ
さ
え
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
、
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
自
由
に
や
れ
ば
い
い
ん
で
す
U

「神
戸
は
町

全
体
が
サ
ン
パ
色
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
じ
い
さ
ん

ま
で
が
踊

っ
て
ま
し
た
。
富
山
も
そ
ん
な
町
に
な
れ

ば
な
あ
U

と
メ
ン
バ
ー
。

同
好
会
で
は
仲
間
を
募
集
中
。
企
業
や
サ
ー
ク
ル

に
呼
び
か
け
た
リ
、
出
張
講
習
会
も
開
き
ま
す
。
「楽

え
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
栽
培
技

術
を
向
上
さ
せ
、
ナ
シ
生
産
を
魅
力
あ
る
も
の
に
す

る
の
が
、
今
の
ぼ
く
た
ち
の
役
目
で
す
U

よ
リ
よ
い
ナ
シ
作
リ
を
追
求
す
る
「
呉
羽
ナ
シ
ク

ラ
ブ
」
の
意
気
は
さ
か
ん
で
す
。



桜
井
高
校・
家
庭
ク
夫
フ

川
判
長
UV4ν

平
村
青
年
団

芝
居
場
M
何
乏
い
表
向
uv

さ
と

小
矢
部
市
末
友
劇
団

「
親
分
テ
工
ヘ
ン
グ
、
テ
ェ
ヘ
ン
ダ

l
u
l
l観
客
か
ら
|
「ヨ

ツ
待
っ
て
ま
し
た
U

の
掛
け
声
。
「
な
ん
デ
ェ

八
、
騒
々
し
い
U
|

|

「
い
い
ゾ

l
u
-
-

稲
作
農
家
が
大
部
分
を
占
め
る
小
矢
部
市
末
友
地
区
。
戸
数
百

三
の
こ
の
小
さ
な
村
は
九
月
十
五
日
の
秋
祭
リ
の
夜
、
村
芝
居
の

熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

演
ず
る
の
は
、
地
元
末
友
青
年
団
が
中
心
と
な

っ
た
末
友
劇
団
、

総
勢
三
十
五
人
で
す
。

こ
の
劇
団
の
村
芝
居
、
八
年
前
の
旗
上
げ
以
来
、
除
々
に
人
気

を
増
し
、
今
で
は
秋
祭
リ
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

「
決
め
ら
れ
た
ノ
ル

マ
を
こ
な
し
て
い
く
だ
け
の
青
年
団
活
動
て

は
だ
れ
も
魅
力
を
感
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
自
分
た
ち
の
気

持
ち
の
燃
え
た
つ
も
の
を
、
そ
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
親
し

ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
、
と
は
じ
め
た
の
が
こ
の
劇
団
で
す
U

(

劇

団
旗
上
げ
当
初
か
ら
携
わ
る
山
本
克
博
さ
ん
mω

歳
。)

「
お
じ
い
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
っ
て

思
い
ま
す
ね
U

と
、
明
る
く
話
し
て
く
れ
る
桜
井
高
校
家
庭
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
。
い
ず
れ
も
若
さ
い
っ
ぱ
い
、
元
気
印
の
乙
女
た
ち

で
す
。

こ
の
家
庭
ク
ラ
ブ
は
、
家
政
科
て
学
ん
だ
知
識
を
実
践
す
る
な

か
で
施
設
の
お
年
寄
リ
や
知
恵
遅
れ
の
子
供
た
ち
を
慰
問
す
る
な

ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は、

ク
ラ
ブ
員
の
大
半
が
核
家
族
育
ち
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
お
年
寄
リ
に
戸
惑
い
、
ま
た
、
話
題
が
な
く
て
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
思
い
出
話
や
学
校
の
で
き

ご
と
、
友
達
の
話
な
ど
話
題
が
つ
き
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
訪
問
活
動
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
昭
和
五
十
三
年
、

〆
た
リ
、
手
紙
の
や
リ
と
リ
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

「
う
ち
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
か
ら
へ
「
も

っ
と
人
と
接
し

て
み
た
く
っ
て
」
と
始
め
た
里
孫
も
、
「
い
る
だ
け
で
喜
ん
で
も
ら

え
て
こ

っ
ち
ま
で
う
れ
し
く
な
る
ん
で
す
よ
」
と
か
「
ア
イ
ド
ル

に
す
ご
く
詳
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
よ
U

と
今
で
は
本
物

の
孫
、
顔
ま
け
て
す
。

「
最
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
と
な
ん
だ
か
と

つ
つ
き
に

く
い
と
感
じ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
自
分
に
で
も
で
さ
る
こ
と
な

ん
で
す
ね
U

と
い
う
里
孫
の

一
人
は
、
さ
ら
に
こ
う
語
っ
て
く
れ

ま
す
。
「
こ
う
し
た
活
動
は
人
の
た
め
だ
け
で
な
く
自
分
に
も
役
立

っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
例
え
ば
、
人
の
立
場
に
立

っ
て
も
の

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
、

「
な
ん
せ
な
ん
か
で

っ
か
い
こ
と
や
ろ
ま
い
か
」
平
村
青
年
団
は
、

昨
年
夏
、
東
京
に
殴
リ
込
み
を
か
け
ま
し
た
。
名
付
け
て
「
あ
ん

に
や
ら
ま
め
な
い
か
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
U

団
員
二
十
七
名
が
東
京

の
テ
レ
ビ
や
野
外
音
楽
堂
て
民
謡
を
披
露
し
、
村
を
売
リ
込
み
ま

し
た
。

「
存
分
に
感
動
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
練
習
も
大
変
だ

っ
た
し
、

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
も
き
っ
か
っ
た
け
ど
、
大
き
な
自
信
に
な
リ
ま
し

た
U

(

団
長
の
城
道
徹
司
さ
ん
お
歳
。)

「
今
は
、
山
村
ブ
ー
ム
だ
か
ら
マ
ス
コ
ミ
が
注
目
し
て
く
れ
る
け

ど
、
他
の
地
域
に
負
け
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
作
っ
て
村
お
こ
し
を
し

て
い
か
な
い
と
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
か
ら
ね
U

平
村
青
年
団
は
、

自
ら
イ
ベ
ン
ト
を
レ
か
け
て
若
者
を
集
め
て
い
ま
す
。

昨
年
八
月
に
は
、
五
箇
山
体
験
合
宿

か
サ
マ
ー
ド
リ
ー
ム
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
。
を
開
催
。
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
五
十
名
の
若
者
が

そ
ぱ
作
リ
や
和
紙
す
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
二
月
に
は
、
ス
キ
ー

を
メ
イ
ン
に
し
た
か
ス
ノ
ー
ド
リ
ー
ム
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
。
を
や
リ

ま
し
た
。

「
平
村
は
、
民
宿
、
遺
跡
、
民
謡
、
ス
キ
ー
場
と
基
礎
が
整

っ
て

い
る
か
ら
、
何
で
も
で
き
る
し
、
何
を
や

っ
て
も

い
い
。
小
さ
な

出
し
も
の
は
、
遠
山
の
金
さ
ん
、
清
水
の
次
郎
長
、
そ
し
て
昨

年
の
銭
形
平
次
な
ど
。
原
作
に
は
な
い
喜
劇
性
も
取
リ
入
れ
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
リ
ま
で
地
域
の
人
た
ち
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

末
友
劇
団
の
芝
居
は
、

二
時
間
に
も
及
ぶ
長
い
も
の
で
す
が
、

台
本
は
も
ち
ろ
ん
、
舞
台
装
置
、
大
道
具
、
衣
裳
な
ど
す
べ
て
自

前
。
一

ヶ
月
前
か
ら
本
格
的
な
準
備
を
は
じ
め
、

二
週
間
前
に
な

る
と
連
日
、
深
夜
ま
で
作
業
が
続
き
ま
す
。

こ
ん
な
つ
ら
い
思
い
を
し
て
も
芝
居
を
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、

「
演
じ
て
い
る
仲
間
、
そ
し
て
み
て
く
れ
る
人
た
ち
と
の

一
体
感
を

昧
わ
い
た
い
か
ら
。
地
域
を
い
き
い
き
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
ぼ
く
た
ち
の
パ
ワ

ー
の
源
で
す
U

(

団
長

の
萩
沢
則
義
さ
ん
幻

歳
。)地

域
の
「
集
い
と

笑
い
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ド
」
末
友
劇
団

一
座

の
頭
の
中
は
、
も
う

今
年
の
上
演
の
構
想

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

16 

〆
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
「
新

川
ヴ
ィ

ラ
」
の
お
年
寄

と
生
徒
と
の
聞
で
里
孫

の
縁
結
び
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
里
孫

に
な

っ
て

い
る
生
徒
は

二
十
三
名
。
月

一
回、

お
年
寄
リ
を
訪
問
し
へ

、
た
く
さ
ん
あ
リ
ま
す

ね
U

と
。

将
来
、
機
会
が
あ
れ

ば
ま
た
や
っ
て
み
た

い

と
い
う
人
も
お
リ
、
家

庭
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
、

こ
れ
か
ら
も
期
待
て
き

そ
う
で
す
。

村
だ
け
ど
い
ろ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
U

も
ち
ろ
ん
、
機
関
誌
作
リ
や
清
掃
な
ど
の
定
例
行
事
も
活
発
だ

し
、
秋
に
は
か
ジ
ャ
ン
と
来
い
ま

つ
つ
リ
々
で
村
の
人
に
民
謡
や

演
劇
を
楽
し
ん
で
も
ら
づ
て
い
ま
す
。

「ぼ
く
ら
は
水
先
案
内
人
。
実
験
的
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
て
村

に
還
元
し

て
い
き
ま

す
U団
員
が
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一
丸
と
な

っ
て
村
の

舌
性
化
に

取
リ
組
ん

で
い
る
平

村
青
年
団
、

今
度
は
ど

.“・“・a・・ s・..-..宅建銅司，..・・・.. 
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ん
な
で

っ

か
い
イ
ベ

ン
ト
を
仕

掛
け
て
く

れ
る
で
し

ょ
う
か
。



、
は
麻
岨
史
の
玉
手
話
帽

公
文
書
館
|

|
み
な
さ
ん
は
こ
の
名
前
を
聞
い
て
、
ま
ず
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
ま
す
か
?
正
直
言
っ
て
私
は
こ
こ
を
訪

問
す
る
ま
で
は
、
分
厚
い
書
類
が
図
書
館
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
、
そ
れ
だ
け
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。

、、、

Jt~長公文句Ji者

す

政

問

問

団

山

側

跡

l
L河
川
は
ん

I
l
l
i
-
-

さ

¥
l
/

、
夕
子

¥

/

¥

一

朋

寸
|
|
ト
l
ポ

橋
レ
高

富
山
県
公
文
書
館

も
ち
ろ
ん
県
の
大
事
な
文
書
や
資
料
等
が
、
い
く
つ

も
の
書
庫
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

こ
は
文
書
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
、
い
つ
も
温
度
や
湿
度

が
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
他
に
も
歴
史
的
な
公
文
書
や
資
料
、
戦
前

の
記
録
な
ど
、
歴
史
フ
ァ
ン
に
は
見
逃
が
せ
な
い
貴
重

な
も
の
も
た
く
さ
ん
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
江
戸
時
代
の
年
貢
取
り
立
て
に
つ
い
て
の
証
文

や
明
治
時
代
の
県
民
の
郡
設
置
に
関
す
る
要
望
書
、
大

正
時
代
の
電
報
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
色

あ
せ
た
和
と
じ
の
文
書
を
見
て
い
る
と
、
ワ
ー
プ
ロ
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
便
利
さ
を
思
う

一
方
、
毛
筆
で
慎
重

に
書
か
れ
た
文
字
か
ら
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

本
当
に
い
く
つ
も
の
戦
災
や
火
災
を
く
ぐ
リ
ぬ
け
て
、

今
の
時
代
ま
で
残
っ
た
文
書
だ
と
思
う
と
、
大
事
に
保

存
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
義
務
だ
と
思
い
ま
す
。

昼、

18 

公
文
書
館
の
あ
と

一
つ
の
大
き
な
役
割
は
、

「
聞
か
れ
た
県
政
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
た
情
報
公
開
・
情
報
提
供
で
す
。
こ
の
情
報

公
開
制
度
は
今
徐
々
に
注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

県
庁
東
別
館
二
階
と
こ
こ
公
文
書
館
が
そ
の
受
付
窓
口

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
県
民
の
請
求
に
基

づ
い
て
県
の
持
つ
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
公
開
す
る
も
の

で
私
達
県
民
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
身
近
な
も

の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

文
書
館
は
去
年
の
四
月

一
日
に
開
館
レ
た
ば

か
リ
て
す
ご
く
き
れ
い
で
、
特
に
展
示
室
が
映
像
と
音

で
楽
レ
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
「
博
物
館
プ
ラ
ス

美
術
館
」
と
い
う
雰
囲
気
で
す
。
ま
た
開
館
し
て

一
年

レ
か
た

っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
す
で
に
歴
史
講
座
や

子
ど
も
郷
土
史
教
室
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
が
定
員
を

は
る
か
に
超
え
る
ほ
ど
の
人
気
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
富
山
県
の
歴
史
に
対
す
る
県
民
の
関
心
が
、
今
ど

れ
ほ
ど
高
ま
っ
て
き
て
い
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
こ
の
よ
う
な
講
座
や
教
室
が
増
え
れ
ば
、
県
の
歴

史
に
親
し
む
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
利
用
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

環
境
も
、
県
立
図
書
館
や
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に

固
ま
れ
た
、
最
高
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
で
す
。

ち
な
み
に
こ
の
「
県
広
報
と
や
ま
」
も
大
切
に
保
管

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
号
も
ず
っ
と

残
さ
れ
る
そ
う
で
、
私
の
写
真
う
つ
リ
が
少
し
気
に
な

り
ま
す
が

l
。
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部

里小

巾

ふるさと
みてある

ー
ー

と
あ
る
酒
宴

|
|

団
員
A

「
劇
場
あ
っ
た
ら
い
い
の
。
自
由
に
公
演
で

き
ら
に
の
|。
」

団
員
B

「
お
ら
ち
の
田
ん
ぽ
あ
る
か
ら
建
て
る
か
の
|
」

そ
の
他
大
勢
「
お
お
、
建
て
よ
う
、
建
て
よ
う
。
」

手
り
劇
場
め

手
作
演
劇

黒部市の概要
面積 87.91平方キロメートル
人口 36，239人 (63年2月1日現在)
黒部川の扇状地に発達した町。;勇水が多く、生地には自噴水を利用

した共同洗い場がある。宮野運動公園は桜の名所としても親しまれ、

嘉例沢森林公園は、キャンプに最適。吉田科学館には日本海側最大の

プラネタリウムがあり、生地の旋回橋は圏内唯ーである。

A
M
5
一
羽

ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
黒
部
漁
港
。
船
で
、
ト
ラ
ッ
ク
で
、

次
々
に
魚
が
運
ば
れ
て
き
て
、
市
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
上
に
並
べ
ら
れ
る
。

フ
ク
ラ
ギ
ー

セ
ン
ゴ
ヒ
ャ
ク
工
ン
ど
や
|

セ
オ
ナ
ッ
パ
(
千
三
百
五
十
円
)
ど
や
ー

ギ
ン
(
百
円
)
か
|

商
人
た
ち
が
魚
を
ぐ
る

っ
と
囲
み
、
駆
け
引
き
が
始

ま
っ
た
。
ヤ
リ
イ
カ
、
小
ダ
イ
、
ア
ジ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、

酒
の
勢
い
は
怖
い
。
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
は
、
黒
部
川
の
そ
ば
の
田
ん
ぼ
の
中
に
、
自
分
た
ち

の
手
で
劇
場
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
長
か

っ
た
で
す
よ
。
皆
素
人
だ
か
ら
全
然
進
ま
な

い
。
プ
口
に
ま
か
せ
て
し
ま
お
う
と
い
う
話
も
出
ま
し

た
が
、
皆
の
力
で
不
可
能
を
可
能
に
す
る
ん
ーだ
、
と
が
ん

ば
り
ま
し
た
。」
と
建
設
委
員
長
の
富
田
さ
ん
。
「
血
も

何
度
も
見
ま
し
た
冶
休
日
は
、

一
日
中
こ
こ
。
家
族

、

を
置
き
去
り
に
し
て
ね
。」
と
森
さ
ん
。
一

年
半

、

の
苦
労
の
か
い
が
あ
っ
て
、
昨
年
十
月
、
百
五
九
/
わ

名
収
容
の
劇
場
が
完
成
し
た
。
名
付
け
て
「
シ
ア
タ
ー

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
。
」

Y
J
1
1

E眠
恥

フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
の
前
身
は
、
川
ん
倒
錯

・

園

田

青

年

劇

団

。
全
国
大
会
に
』

E
E
E

R
?と
一

出

場

レ

た

三

H
E
z
・

--¥

戸
ド

伊

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
溢
・

聞

巴

E罷
っ

て

四

十

三
年

に

結

成

通

園

眠

悶
悶

A
A
し
た
。
以
来
、
イ
ブ
セ

itS
州
L

圃

翠
闇
組
ン
か
ら
井
上
ひ
さ
し
ま
で
い

i

闘
繍
歯
E
ヲ

一
ろ
い
ろ
な
作
品
を
演
じ
て
き
た
。
現
在
団

事
議
密
漏
崎
弘
員
は
約
二
十
名
。
二
十
二
歳
か
ら
四
十
六

芸

歯

.

歳

ま

で

。
教
員
も
い
れ
ば
主
婦
も
い
る
。

一

九
は圃咽
崎
県
東
部
で
は
唯

一
の
ア
マ
チ

ュ
ア
劇
団
だ
。

jパ
事

こ

れ

ま

で

は

、

公

民

館

な

ど

を

借

リ

て

選

3

練
習
し
て
き
た
が
、
自
由
に
使
え
な
い
し
、

公
演
も
二

・
三
日
し
か
で
き
な
い
。
「
自
分
た
ち
の
劇
場
」

は
長
年
の
夢
だ

っ
た
。

「
劇
場
が
で
き
て
、
本
番
さ
な
が
ら
に
密
度
の
濃
い

練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
」
と
鮫
島
さ
ん
。

「
小
さ
な
空
間
の
中
で
、
客
と
同
じ
空
気
を
吸
っ
て
い

る
。
こ
こ
じ
ゃ
な
い
と
言
い
た
い
事
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

マ
ダ
ラ
、
ア
力
ガ
レ
イ
、
ガ
ン
コ
、
タ
ラ
、
そ
し
て
ベ

ニ
ズ
ワ
イ
ガ
一
一

。
ビ
ン
ピ
ン
は
ね
た
魚
た
ち
が
次
々
に

セ
リ
落
と
さ
れ
て
い
く
。
黒
部
の
セ
リ
に
は
、
こ
こ
か

ら
東
の
入
善
、
宮
崎
か
ら
、
市
振
、
親
不
知
、
青
海
の

魚
が
集
ま
っ
て
く
る
。

「
西
の
受
け
口
が
氷
見
な
ら
、
東
の
受
け
口
は
黒
部
。

こ
こ
は
、
ど
こ
よ
リ
も
魚
の
種
類
が
豊
富
だ
よ
。
そ
れ

に
ど
こ
よ
リ
も
う
ま
い
。
水
が
お
い
し
く
て
、
冷
た
い

か
ら
や
ろ
ね
。
」と、

黒
部
漁
業
協
同
組
合
の
魚
谷
さ
ん

は
自
慢
げ
。
「
て
も
、
五
十
九
年
の
冷
水
害
以
来
、
魚
は

減
リ
続
け
て
ね
。
イ
力
に
多
少
回
復
の
兆
し
は
あ
る
も

の
の
。
ど
う
い
う
わ
け
か
ね
。」

仕
入
れ
に
来
る
人
の
半
分
は
、
行
商
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
。
あ
と
は
魚
屋
や
仕
出
し
、
料
理
屋
さ
ん
。

宇
奈
月
温
泉
ヘ
行
く
高
級
魚
も
あ
れ
ば
、
東
京
、
名
古

屋
ヘ
送
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
一

大
集
散
地
だ
。

A
M
7
一
羽

魚
は

一
匹
残
ら
ず
消
え
、
市
場
は
静
ま
リ
返
る
。

や
っ
と
夜
が
明
け
て

き
た
d

A
M
8

一∞

ド
ッ
パ
l

ン

ド
ッ
パ
|
ン

波
が
打
ち
寄
せ
、

雪

が
吹
き
つ
け
る
。
黒
部

漁
港
の
す
ぐ
そ
ば
の
浜

で
は
、
黒
い
力
ツ
パ
を

着
た
人
達
が
ロ
ー
プ
を

引
い
て
い
る
。
生
地
名

物
地
曳
き
網
は
、
八
時

か
ら
と
午
後
二
時
か
ら
、

と
マ
イ
ホ

ム
の
差
で
す

ね
。
と
て
つ
も

な
い
メ
リ
ッ
ト
が

り
ま
す
。」
と
富
田

。
森
さ
ん
も
「
借

残
っ
た
け
ど
、
こ

体
験
は

一
生
に

一

ツ
キ
ー
で
し
た
。」

き
間
風
が
入
る
が
、
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そ
れ
も
手
作
リ
な
ら
で
は
。

こ
れ
か
ら
は
、
年
間
最
低
二
作
品
は
ロ
ン
グ
ラ
ン
て

や
る
と
か
。
「
団
員
が
も

っ
と
い
れ
ば
、

劇
場
を
フ
ル
に

使
え
る
ん
だ
け
ど
。」
メ
ン
バ
ー
募
集
中
だ
。

劇
場
作
リ
で
団
結
力
が

一
団
と
高
ま
っ
た
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
。
六
月
か
ら
の
公
演
に
向
け
、
自
分
た
ち
の
劇
場

て
、
自
分
た
ち
の
演
劇
作
リ
に
燃
え
て
い
る
。

日
H
サ

ま
駐
す

。

一
日
二
回
行

わ
れ
て
い
る
。

網
は
、
朝
四
時
に

沖
合
四
百
メ
ー
ト
ル
に
仕

掛
け
て
お
い
た
も
の
。
引
き
子
は
乗
組
員
と

近
所
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
達
、

三
十
名
ほ

ど
だ
。

「
日
に
よ
っ
て
入
る
こ
と
も
あ
る
し
、

ダ
メ
な
時
も
あ
る
。
昔
は
夏
も
や
っ
と

っ
た
ん
で
す
が
、

魚
が
減
っ
た
も
ん
だ
か
ら
今
は
十
二
月
か
ら
三
月
だ
け

で
す
U

と
親
方
の
黒
部
栄
次
郎
さ
ん
(
侃
才
)
。

ロ
ー
プ
を
引
く
こ
と
四
十
分
。
よ
う
や
く
網
が
見
え

て
き
た
。
七
、
八
人
が
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
と
海
ヘ
入
っ
て

網
を
た
ぐ
る
。
そ
の
網
を
ひ
く
人
、
並
べ
る
人
、
繕
う

人
、
舟
に
積
む
人
。
ロ
ー
プ
を
ひ
く
人
、
機
械
に
ま
く

人
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
る
。

さ
ら
に
三
十
分
。
魚
の
う
ろ
こ
が
見
え
て
き
た
。
「ヨ

イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ヨ
」
掛
け
声
に
も
力
が
入
る
。
き
た

き
た
。
今
日
は
、
ア
ジ
に
ヤ
リ
イ
カ
、
カ
ワ
ハ
ギ
だ
。

ク
ル
マ
ダ
イ
、
キ
ン
メ
グ
イ
も
数
匹
。
ガ
ン
コ
も
大
口

を
あ
け
て
い
る
。

大
物
は
、
朝
市
に
出
さ
れ
る
。
残
リ
は
ア
ル
バ
イ
ト

に
現
物
支
給
。
円
陣
に
並
べ
ら
れ
た
魚
の
回
リ
を
ア
ル

バ
イ
ト
の
人
達
が
回
る
。

名
前
を
呼
ば
れ
た
人
が
目
印
ヘ
来
た
ら
ス
ト
ッ
プ
。

「
銭
を
も
ら
わ
ん
か
ら
、
ぜ
ん
取
ら
ず
。
公
平
や
ろ
。
」

各
々
目
の
前
の
魚
を
袋
や
バ
ケ
ツ
に
入
れ
る
と
、

一
輪

車
を
押

U
て
帰
っ
て
い
く
。

二
時
ま
で
ひ
と
休
み
だ
。
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-
1
月
辺
日

国
際
観
光
モ
デ
ル
地
域
協
議
会
設
立
総
会

・1月幻
日

第

3
回
「
と
や
ま
森
林
浴
の
森
」
検
討
委

口
貝
会-1月
沼
田

北
陸
雪
氷
技
術
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

引
世
紀
農
業
基
盤
検
討
委
員
会

・2月5
日

生
活
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

警
察
航
空
隊
開
所
式

.. 

d 

-
2月
7
日

雪
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

・2月叩
日

対
岸
貿
易
講
演
会

・2月刊
日

冬
季
県
民
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
「
雪

の
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」

・2月日
日

医
療
功
労
賞
県
功
労
表
彰
式

都
市
景
観
連
続
フ
ォ

ー
ラ
ム

明
富
山
の
美
術
開
催

富
山
県
在
住
ま
た
は
富
山
県
と
か
か
わ
リ
の

深
い
三
十

一
人
の
作
家
の
作
品
約
九
十
点
を
集

め
た
展
覧
会
で
す
。

-
開
催
期
間
/
三
月
十
二
日
出
l
四
月
十
日
制

@

場

所

/
県
立
近
代
美
術
館

-

観

覧

料

/
一

般
H
六
百
円

高
校

・
大
学
生
H
四
百
円

小
・
中
学
生
H
二
百
五
十
円

富
山
県
の
考
古
資
料
展開催

黒
部
川
扇
状
地
の
各
遺

跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
考
古

資
料
を
中
心
に
、
県
内
各

地
で
発
掘
さ
れ
た
各
時
代

を
代
表
す
る
資
料
を
展
示

し
ま
す
。

-
開
催
期
間
/
三
月
十

一
日
働
1
二
十

一
日
側

(三
月
十
五
日
閃
は
休
館
)

-

場

所

/
入
善
町
民
会
館

-

入

場

料

/
無
料

小
杉
流
通
セ
ン
タ
ー

分
譲

高
岡
文
化
ホ
ー
ル

音
楽
友
の
会
計
募
集

コ
ン
サ
ー
ト
・

音
楽
映
画
(
そ
れ
ぞ
れ
年
六

回
)
の
鑑
賞
が
で
き
ま
す
。

吋

@
入
会
金
/
千
円

-
年
会
費
/
一

万
二
千
円

※
詳
し
く
は
、

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

(一
J

一一行)ヘ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
産
業
施
設

整
備
資
金

音
楽
ホ
ー
ル
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、

テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、

ス
イ
ミ
ン
グ
ブ
ー
ル
等
文
化
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
行
う
事
業
者
の
方
を
対

象
と
し
た
資
金
融
資
で
す
。

-
貸
付
限
度
/
二
千
五
百
万
円

A
V
貸
付
利
率
/
年
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

@
貸
付
期
間
/
建
物
・
構
築
物
H
七
年
以
内

設
備
日
五
年
以
内

(
据
置
期
間

一
年
以
内
)

※
詳
し
く
は
、
県
庁
商
工
振
興
課
ヘ

小
矢
部
川
流
域
下
水
道
が

供
用
を
開
始
し
ま
す

小
矢
部
川
流
域
下
水
道
が
三
月
二
十
九
日

ω

か
ら

一
部
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
下
水
道
は
、
高
岡
市
な
ど
小
矢
部
川
流

域
の
四
市
七
町

一
村
の
下
水
を
処
理
す
る
下
水

道
計
画
て
昭
和
五
十
六
年
か
ら
幹
線
管
渠
の
敷

設
と
終
末
処
理
場
(
二
上
浄
化
セ
ン
タ
ー
)

の

建
設
を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
は
、
高
岡
市
の

一
部
か
ら

日
量

一
万
二
千
ト
ン
の
下
水
流
入
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

日 曜 場 時間 将司

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 
5 土
高岡駅前 10: 00 -15: 30 

6 日 小杉町パスコ前 1 0 : 00 -15 : 30 

7 月 福光町福祉会館前 10: 00 -15: 30 

富山駅前 10: 00 -16: 00 
12 土
高岡駅前 10:00-15・30

13 日 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

17 木 小矢部市役所前 1 0 : 00 -15 : 30 

魚津市サンプラザ前 10:00-15・30
19 土
高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

20 日 富山市中央通り 1 0 : 00 -16 : 00 

富山駅前 10:00-16:0。
26 土
高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

27 日 高岡駅前 10: 00 -15: 30 

昭和田年3月街頭献血日程

(
宅
地
分
譲
案
内
)

南
太
閤
山
一
戸
建
用
地
(
十
ニ
区
画
)

.
分
譲
価
格

四
万
六
千
九
百
円
/
ぽ

太
閤
山
企
業
用
職
員
宿
舎
用
地

(
五
棟
分
・
こ
か
所
)

A

守
分
譲
価
格

四
万
五
千
四
百
円
/
肘

@
問
い
合
わ
せ
先

太
閤
山
住
宅
問
地
建
設
事
務
所

(8
0
7
6
6
・
m
・
0
2
2
1
)

22 

{
優
良
宅
地
取
得
資
金
}

県
、
ま
た
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住

宅
団
地
の
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
の
資
金
融

資
で
す
。

-
融
資
限
度
額

二
百
五
十
万
円

@
償
還
期
間

二
十
年
以
内

.
融
資
利
率

年
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

{
富
山
県
特
別
住
宅
分
譲
制
度
}

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
で
、
雪
に
強
い
住
宅

仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
な
ど
に
適
用
さ

れ
る
制
度
て
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
額
が
割

増
さ
れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
リ
ま
す
。

「
地
域
優
良
木
造
住
宅
の
-

F

割

増

融

資

」

住
宅
金
融
公
庫
及
び
県
の
「
住
み
よ
い
家
づ

く
リ
資
金
」
の
融
資
を
受
け
、
耐
雪
型

・
断
熱

構
造
化
の
木
造
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
、
住
宅

金
融
公
庫
か
ら
最
高
二
百
万
円
の
割
増
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

{
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金
}

23 

雪
に
強

い
家
づ
く
リ
、
住
み
よ
い
家
づ
く
リ

の
お
手
伝
い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ
い
家
づ
く

り
資
金
の
融
資
条
件
が
改
善
さ
れ
有
利
に
な
リ

ま
し
た
。

-
融
資
限
度
額

新
築

三
百
二
十
万
円

改
良

・
中
古
改
良

二
百
万
円

.
償
還
期
間

新
築
二
十
年
以
内

改
良
・
中
古
購
入
十
年
以
内

@
融
資
利
率

年
五
・
一
パ
ー
セ

ン
ト

※
住
宅
資
金
融
資
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
富
山

県
住
宅
供
給
公
社
(
宮

0
7
6
4
・
辺
・

5

1
3
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



「富山県の歩み」

(昭和62年度版)

「
富
山
県
の
歩
み
」
は
昭
和
三
十
六
年
以
来
毎

年
発
行
(
昭
和
四
十
七
年
ま
で
は
「
経
済
の
歩
み
」
)

し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
度
版
は
、
六
十

一

年
度
の
県
民
生
活
と
そ
の
背
景
と
な
る
県
内
経

済
と
行
政
施
策
の
動
向
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
県
民
生
活
編
」
で
は
、
人
口
、
環
境
、
消
費

宅
活
、
教
育
、
福
祉

・
保
健
衛
生
、
国
際
化
時

代
へ
の
対
応
、
「
産
業
経
済
編
」
で
は
、
産
業
の

基
盤
、
産
業
の
動
向
、
労
働
、
行
財
政
の
全
十

章
の
構
成
と
な
づ
て
お
リ
、
統
計
資
料
を
随
所

に
交
え
記
述
し
て
あ
リ
ま
す
。

「
昭
和
六
十
二
年
度
版
富
山
県
の
歩
み
」

・
発
行
予
定

3
月
中
旬

-
A
5
判
/
三
百
二
十
一
頁
定
価
二
千
三
百
円

・
申
込
先
/
富
山
県
統
計
協
会
(
県
庁
統
計
課
内
)

相談窓口のごあんない

at~jiliiji;j;;辺f.ï.l同同町4F.J

.困りこdと相談所

警察本部防犯少年課

宮 (0764)33-8080
-覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課
宮 (0764)4ト8904

-暴力団ゼロ 110番
警察本部捜査第二課

宮 (0764)42-0110
このほ力、各警察署でも受け
付けていますυ

-是正事司岡・1喧 4・
.消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内
〈一般相談は〉

宮 (0764)32-9233
〈金融相談は〉

宮 (0764)33-3252
-消費生活センタ一高岡支所
高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777

-・・・・・主E史・匝・ー.~唖..r.・・・・・・

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮(0766)21・9411

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
宮(0765)24-5311

富山市新総曲輪ト7(県庁内)
宮 (0764)31-4111附
31-3131 (県民電話)

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151

-高岡地方県民相談室

-魚意地方県民相談室

~ 

孟

-砺波地方県民相談室

己炎キ目民-県

春
の
富
山
平
野
を
鮮
か
に
彩
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
大
正
七
年
、
故
水
野
豊
造
氏
(
砺
波

市
)
の
子
に
よ
っ
て
、
最
初
の
栽
培
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
で
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
売
上
額
(
ト
億

千
六
古
万
円
)
全
国
a

位
、
栽
培
面
積
(
二
百

一
ヘ
ク
タ
ー

ル
)
出
比
例
球
数
(
五
千
百
万
球
)
が
と
も
に
a

一位
と
、
富
山

県
は
全
国
的
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
生
産
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
最
近
で
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
香
水
、
石
け
ん
、

め
物
な
ど
も
開
発
さ
れ
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

染

チューリップ

見てください・聞いてください
R ADIO 

ラジオ広報TV N鵬 -PAPER
テレビ広報新聞広報

置霊園闘圃圃

-R生地
浜
の
寒
か
っ
た
こ
と
。
吹
雪
が

コ
ー
ト
の
す
き
聞
か
ら
入
り
込
み
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
魚
を
見
る
と
、
寒
さ
も
忘

れ
、
ブ
シ
ュ
ブ
シ
ュ
と
墨
を
吐
く
イ
力

に
年
が
い
も
な
く
は
レ
や
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
漁
が
終
わ
る
頃
に
は
体
は
ヒ

工
ヒ
工
。
こ
リ
ゃ
あ
、
風
邪
を
ひ
く
な

と
思
っ
た
け
ど
、
未
だ
元
気
。
風
邪
ひ

き
の
皆
に
白
い
目
て
自
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
二
月
十
三
日
、
そ
ぱ
祭
リ
。
利
賀
村

は
雪
の
お
出
迎
え
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

特
産
の
そ
ば
に
御
弊
も
ち
、
そ
し
て

ど
ぷ
ろ
く
で

一
生
懸
命
に
暖
を
と
っ
た

の
で
す
が
、
山
の
寒
さ
に
は
勝
て
ず
、

つ
い
に
は
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。い

つ
も
元
気
に
飛
び
回
る

J
唄
健
。

な
も
う

一
人
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
う
ら

や
ま
し
く
思
い
つ
つ
鼻
を
グ
ズ
グ
ス
さ

せ
て
い
る
毎
日
で
す
。

AM9: 30-9: 35 

ラジオ広報

• FMとやま
“ふれあいホットライン"
県内各地からホッ卜な話題を
クリアなサウンドでおとどけ
します
毎週月一金曜日

テレビ広報
・北日本放送
毎週日曜日 AM8: 00-8: 30 
「こんにちは富山県てユす」
.富山テレビ放送
毎週日曜日 AM9: 00-9:30 
rll 0万人のひろば
ー クイズ/フォーカス・インー」

新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎週第2土曜日
「県からのお知らせ」
毎月最終土曜日
「みんなの県政」
・朝日、毎日
毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」
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